


P R E S S  R E L E A S E  

タニノクロウ×オール富山2nd stage『笑顔の砦 ’ 20 帰郷』バスツアー公演

     特別招待公演

( 現地集合 ・ 現地解散 )
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ナショナル・シアター・ライブ上映会
『リーマン・トリロジー』

鈴木優人×オーケストラ・アンサンブル金沢
『第436回定期公演フィルハーモニー・シリーズ』
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岩崎貴宏　IWASAKI Takahiro

1975 年広島県生まれ、 広島県在住。 広島市立大学芸術学研究科博

士後期課程修了。 エジンバラ ・ カレッジ ・ オブ ・ アート大学院修了。

2015 年、 ニューヨークのアジアソサエティにて個展、 同年、 黒部市美

術館と小山市立車屋美術館で個展を開催。 第 10 回リヨン ・ ビエンナー

レ （2009）、 ヨコハマトリエンナーレ （2011）、 第 7 回アジア・パシフィッ

ク・トリエンナーレ （2012）、 2013 アジアン・アート・ビエンナーレ （国

立台湾美術館）、 第 8 回深セン彫刻ビエンナーレ （2014） などの国際

展、 「六本木クロッシング 2007 未来への脈動」 （森美術館、 2007）、

「日常の喜び」 （水戸芸術館現代美術センター、 2008）、

「trans×form ーかたちをこえる」 （国際芸術センター青森、2013）、「日

産アートアワード 2015」 （BankART Studio NYK） などグループ展へ

の参加多数。

奥能登国際芸術祭 2017 にも参加。

https://urano.tokyo/artists/iwasaki_takahiro

プロフィール

参考
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第 57 回ヴェネチア ・ ビエンナーレ国際美術展　概要

会期 ： 2017 年 5 月 13 日 （土）〜11 月 26 日 （日）

総合キュレーター :  Christine Macel （クリスティン ・ マセル）

総合テーマ ： 「VIVA ARTE VIVA」

●日本館　

タイトル ： 「 Turned Upside Down, It’s a Forest / 逆さにすれば、 森」 

出品作家 : 岩崎貴宏 （いわさきたかひろ）

キュレーター : 鷲田めるろ （わしだめるろ）

コミッショナー ： 国際交流基金

撮影 ： 友枝望

奥能登国際芸術祭

会場 ： 石川県珠洲市全域

参加アーティスト ： 11 の国と地域から 39 組

会期 ： 2017 年 9 月 3 日 （日）〜10 月 22 日 （日）

総合ディレクター :  北川フラム （アートディレクター）

※奥能登国際芸術祭ホームページから引用しました。

第 57 回ヴェネチア ・ ビエンナーレ国際美術展日本館
岩崎貴宏 「逆さにすれば、 森」 会場風景
撮影 ： 木奥惠三
提供 ： 国際交流基金

P R E S S  R E L E A S E  

庭劇団ペニノ「笑顔の砦」2018より  photo：堀川高志

© Stephanie Berger
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Noism1 新作公演 森 優貴 / 金森 穣（りゅーとひあ新潟市民芸術文化会館）参加者より昨年のツアー参加者
の感想

３

画像1～3を広報用にご提供いたします。 
ご希望の方は下記をお読みの上、広報室へお申し込みください。
画像お申し込みフォーム
https://www.kanazawa21.jp/form/press_image/
［使用条件］ 
※広報用画像の掲載には各画像のキャプションとクレジットの明記が必要です。 
※トリミングはご遠慮ください。作品が切れたりキャプション等の文字が画像にかぶったりしないよう、 レ
イアウトにご配慮ください。 
※情報確認のため、お手数ですが校正紙を広報室へお送りください。 
※アーカイヴのため、後日、掲載誌（紙）、URL、番組収録のDVD、CDなどをお送りください。 以上、
ご理解・ご協力のほど、何とぞよろしくお願いいたします。

広報用画像

コンドルズ兵庫スぺシャル公演『Don’ t Stop Me Now ドント・ストップ・ミー・
ナウ』 （兵庫県立芸術文化センター）参加者より

鈴木忠志『世界の果てからこんにちは』（富山県利賀芸術公園）参加者より

“生の舞台で生の熱気を味わうことの大切さを教えてもらいました。舞台での芸術、ダン
スの良さを改めて知ることができ、うれしく思います。”（金沢中央高等学校）

“今回、友達に誘われ、初参加でしたが、本当に来てよかったと思っています。ぜひ来年
以降も、時間があれば参加したいです。「この感動をすぐ忘れて現実に戻る」ではなくて、
「この感動をじっくりじっくり身に染み込ませて、その染み込んだものを、現実を生きる
チカラに変える」ようにしたいですね。”（金沢中央高等学校）

“心、全身でわくわくしました。自分のなかのなにかが動き出す、あふれだす、うれしい
喜びでいっぱいでした。帰ってじっくり思いをめぐらしたいと思います。ありがとうご
ざいました。とてもよい 1日でした。”

“素になる感覚を体全体で分かったのが楽しかった。”（北陸学院高等学校）

“言葉では言いあらわせない程、感動した。役者 1人 1人の声の出し方、立ち回り方、視線、
すべてがあの場の空気を作り上げていて、1時間の作品を 10分のように感じた。あいに
くの天候だと感じていたが、その雨すらも 1つの演出のように見え、本当に良かった。”
（北陸学院高等学校）

“無料でこのようなツアーをして下さってありがとうございます !!! 人生の中において記憶
に残る日になりました…。”（北陸学院高等学校）


